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オ
ン
ダ
シ
河
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一
八
八
四
年
一
〇
月
三

一
日
午
後
六
時
過
ぎ
、
大
野
福
次
郎
率
い
る

風
布
困
民
党
先
発
隊
と
大
宮
郷
警
察
署
長
斉

藤
警
部
率
い
る
警
官
隊
が
オ
ン
ダ
シ
河
原
で

「
遭
遇
」
す
る
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

大
野
福
次
郎
側
は
一
六
人
、
白
鉢
巻
・

襷
掛
け
、
う
ち
七
人
は
「
鳥
銃
」
を
持
ち
、

他
は
帯
剣
・
長
刀
・
竹
槍
の
出
で
立
ち
で

し
た
。
警
官
隊
は
斉
藤
警
部
以
下
、
大
宮

郷
警
察
署
坪
山
警
部
補
他
巡
査
一
〇
名
で

し
た
。 

こ
の
時
、
福
次
郎
は
上
日
野
沢
の
者
に

「
脅
迫
」
さ
れ
て
止
む
無
く
同
地
か
ら
下

吉
田
の
椋
神
社
に
行
く
と
こ
ろ
だ
と
答
え

ま
し
た
が
、斉
藤
警
部
ら
は
、「
そ
の
損
得
」

を
言
い
聞
か
せ
、「
保
護
」
し
て
や
ろ
う
と

言
う
と
、
福
次
郎
ら
は
こ
れ
に
素
直
に
応

じ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

午
後
七
時
頃
、
福
次
郎
ら
一
二
人
は
、

皆
野
村
戸
長
・
小
池
槌
蔵
宅
に
連
行
さ
れ

（
途
中
四
人
逃
亡
）、
警
察
は
巡
査
三
人
・

雇
い
の
人
夫
一
五
人
を
配
置
し
警
護
し
ま

し
た
（「
秩
父
暴
動
始
末
三
」）。
午
後
八
時

頃
の
釜
伏
山
の
「
号
砲
（
花
火
）」
を
合
図

に
風
布
困
民
党
が
上
日
野
沢
村
小
前
に
向
け

て
出
発
す
る
約
一
時
間
前
、
金
崎
の
永
保
社

「
襲
撃
」
の
約
三
時
間
前
の
こ
と
で
し
た
。 

 

本
稿
で
は
、
①
「
オ
ン
ダ
シ
河
原
」
は
ど

う
い
う
場
所
だ
っ
た
か
、
②
大
野
福
次
郎
ら

の
行
き
先
と
、
そ
の
目
的
、
③
小
池
戸
長
宅

で
見
つ
か
っ
た
大
野
福
次
郎
文
書
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

オ
ン
ダ
シ
河
原 

親
鼻
橋
の
下
流
約
一
二

〇
㍍
の
荒
川
右
岸
に
三
沢
川
が
流
れ
込
ん
で

い
ま
す
。
三
沢
川
の
「
押
ん
出

し
」
に
よ
り
出
来
た
河
原
が
オ

ン
ダ
シ
河
原
で
、
夏
は
大
勢
の

観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
親
鼻

橋
下
は
長
瀞
ラ
イ
ン
下
り
の
出

発
地
に
な
っ
て
お
り
、
親
鼻
橋

上
流
七
〇
㍍
に
は
、有
名
な「
紅

簾
石
片
岩
」
の
露
頭
が
あ
り
、

ジ
オ
パ
ー
ク
秩
父
が
「
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
」
に
指
定
さ
れ
て
以

来
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

長
瀞
対
岸
道
路
か
ら
親
鼻
橋

南
詰
へ
は
、
現
在
田
野
沢
橋
―

秩
父
鉄
道
踏
切
―
下
田
野
橋
―

親
鼻
橋
南
詰
と
ほ
ぼ
直
線
で
す

が
、
一
九
〇
七
年
測
図
・
五
万

分
の
一
「
寄
居
」
を
見
る
と
、

田
野
沢
橋
―
下
田
野
公
会
堂
間

の
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
滝
か

ら
下
田
野
公
会
堂
方
向
に
進
み
、
公
会
堂
東

で
現
在
の
町
道
に
出
ま
し
た
。
そ
の
先
地
形

図
は
三
沢
川
を
越
え
て
い
ま
す
。
橋
記
号
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
、
先
代
の
下
田
野

橋
は
架
か
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

下
田
野
橋
か
ら
上
流
の
三
沢
川
は
深
い
Ｕ

字
谷
に
な
っ
て
い
ま
す
。
秩
父
事
件
当
時
下

田
野
橋
は
な
く
、
そ
の
た
め
、
親
鼻
橋
南
詰

辺
か
ら
オ
ン
ダ
シ
河
原
に
下
り
、
三
沢
川
右

岸
の
下
田
野
側
に
上
り
返
し
た
と
思
い
ま
す
。

三
沢
川
河
口
に
「
土
橋
」
が
あ
っ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
本
野
上
分
署
長
・
雨
宮
警
部
補

が
、
戸
長
宅
で
大
野
福
次
郎
聴
取
の
際
、
オ

ン
ダ
シ
河
原
は
「
皆
野
村
の
要
所
」（
前
掲
文

書
）
と
言
っ
て
い
る
と
お
り
、
オ
ン
ダ
シ
河

原
は
、
単
な
る
河
原
で
は
な
く
親
鼻
―
下
田

野
の
「
道
路
」
だ
っ
た
の
で
す
。 
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東
京
湾
に 

「
原
発
」
が
あ
る
！ 

 

福
島
原
発
事
故
は
、
首
都
圏
を
含

む
広
範
囲
に
被
害
・
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
東
京
か
ら
福

島
は
遠
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち

は
多
い
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
東
京
湾
に
も
「
原
発
」

は
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
横
須
賀

を
母
港
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
原
子

力
航
空
母
艦
で
あ
り
、
原
子
力
潜
水

艦
で
す
。 

 

横
須
賀
は
、
原
子
力
空
母
＝
ジ
ョ

ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
母
港
と
さ

れ
、
整
備
や
修
理
の
た
め
の
核
関
連

施
設
も
、
日
本
国
民
の
税
金
で
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
福

島
原
発
事
故
の
際
、
放
射
能
汚
染
に

よ
っ
て
乗
務
員
が
被
ば
く
し
た
ら

困
る
と
、
長
崎
県
の
佐
世
保
港
ま
で

避
難
し
て
い
ま
し
た
。 

 

（
月
刊
学
習 

１
０
月
号
・
吉
井
英
勝
衆

議
院
議
員
の
講
演
よ
り
） 

新
米
議
員
の
ひ
と
り
ご
と 

 
 
 
 
 
 

常
山 

知
子 

 

埼
玉
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
、
県
の
町
村
議
会
議
長
会
の
主
催

で
１
０
月
１
２
日
に
吉
見
町
で
行

わ
れ
た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。
「
大

震
災
と
原
発
事
故
か
ら
一
年
半
―

被
災
地
・
福
島
の
今
」
と
題
し
て
、

福
島
民
報
社
報
道
部
長
早
川
氏
の

講
演
で
し
た
。 

 

損
傷
し
た
原
子
炉
建
屋
、
高
い
放

射
線
量
で
撤
去
作
業
な
ど
が
進
ま

な
い
３
号
機
。
写
し
出
さ
せ
る
映
像

は
報
道
関
係
者
の
告
発
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
野
田
首
相
の
「
事
故
収
束
」

宣
言
が
い
か
に
実
態
と
か
け
離
れ

て
い
る
か
。 

 

復
興
が
進
ま
な
い
「
ふ
く
し
ま
」。

ふ
る
里
に
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な

い
住
民
の
く
や
し
さ
。
行
き
場
の
な

い
汚
泥
と
ガ
レ
キ
、
賠
償
問
題
。
書

き
つ
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

 

最
近
の
報
道
に
怒
っ
て
い
ま
す
。

「
震
災
復
興
」
と
増
税
を
し
、
そ
の

復
興
予
算
が
被
災
地
の
再
建
と
は

無
関
係
な
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。 

 

早
川
氏
は
最
後
に
言
い
ま
し
た
。

「
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
。 

 


